
向輸送はオムスク経由より約 300km 短縮され， またウ ラ ノレ ­

P ズパス附の輸送力不足問題は一応解決されたものとみてよい。

なお戦後に発表された本鉄道の計画としては，西はウ 77 を経

てグォノレガ河畔のクウイプイシェフに， 東はス タ ーリ ンスク か

ら 1 ，200km 陥れたシベリア鉄道幹線上のタイジェットまで延

長されること になっているが， 1954 年か らは東部区間のうちの

ス タ ーリ ンスク=アパカ γ間 374km の建設工事が開始され，

同年 5 月現在ですでに 266km の建設工事を終っている。

2 組織

ソ速の鉄道はすでに述べたように国有であるが，これは単に

鉄道のみに限ったことではなく ， 全産業が固有であり，固有国

営の経営形態をとっている。 ソ速鉄道の最高管現機関は閣僚会

議に直属するソヴエ ト連邦交通省であるが， これはわが国の運

輸省のような監督行政機関ではな く ， 鉄道巡営の最高執行儀闘

であって， 名称は交通省となっているが実質的には鉄道経営の

みを担当し， 河川迎輸省， 海上運輸省， 航空運輸省，自動車運

輸省は別に設i註されている。鉄道の管理系統は，交通省一地方

総管理局ー鉄道管理局ー鉄道管理部ー現場諸般関という 5 段階

制をとる。

ソ ヴエト連邦交通省 (第 2 次大戦末までは交通人民委員部と

称されていた)は， 国民経済計画にもとづいて鉄道運営計画を

立案し， その遂行状態ならびに鉄道巡営全般についての監督 ・

調整を行う中央繊闘であり ， わが国の国鉄本社に当る。本省の

中央諸儀闘はつぎのとおりである。

(1) 巡転総局 (2) 懐関車総局 (3) 答質事総局 (4) 施設

総局 (5) 信号 ・ 通信総局 (6) 貨物総局 (7) 旅客総局

(8) 巡転保安総Ilfii'祭部 (9 ) 電化 ・ 1ß力総管理局(附修事・

術品製作総局 (11) 材料供給総局 (12) 従業員物資補給総局

(13) 教7守総局 (14) 医療 ・ 衛生総局 (15) 基本建設総局 (16) 

科学技術会綴(発明考案局付設) (11) 人事局 (18) 計画経済

局(旧)財務局(紛 中央会計局 (21) 労働 ・ 賃金 ・ 技術保

安局側国際連絡運輸局(お)中央統計計算局{割)鉄道

箸備局(的組織定員部(制法務部 (21) 行政 ・ 経済局

(湖訴願局{扮大臣直属監察部(却)大臣官房および次官

地方総管理局は戦時中に新設された新組織で，各鉄道管理局

の業務を制整する交通省の地方踏襲関と みることができ， 全国に

10 局設置されてい る。つぎに地方鉄道管沼!局はソ速鉄道の基

本的経営単位であって， 管理経営の聞において一定の自主性が

与えられ， ~自 の法人絡をもついわゆる独立採算単位である。

一局の平均滋梁キ ロは 2，000km 内外， 全国に 56 局がおかれ，

各局はそれぞれつぎの諸認をもっ。

運輸， 担韓関車， 客貨車，工務， 1{1務， 貨物営業， 旅客営業，

衛生， 電鉄， 材料供給，建築，経済計画， 財務， 会計， 統計，

蕊本建設，林業， 動力， 連総巡翰，蛍絡，人事， 給与， 教育。

管Jm部は現場祐一般関の日常的な運輸業務の直接指導調整後闘

であって， つぎの 9 係をもっ。

営業(五J!輸 ・ 旅客 ・ 貨物営業)，後関1li ， 計画，人IJÇ，軍事動

員， 労働紛与， 材料供給，会計 ， 総務。

なおソ速鉄道の各地方総管理局ならびに鉄道管理局名を掲げ

るとっき.のとおりである。

ウラノレ ・ シベ リア地方総管理局

(1) ト ムスク鉄道管理局 (2) 南ウラノレ鉄道管理局

(3) ~ヒ 剖1" (4) カラガソダ

(5) ベノレ ム (6) オムス P

ドネツ地方総管理局

(7) 北 ドネツ鉄道管理局 (8) 南ドネツ鉄道管理局

ソれんのてっ

(9) スタ ー リ'./" (10) 南

(11) 南東

(12) スターリソク・ラード n 

中央地方総管理局

(1時 モス クワ ・ リヤザン鉄道管理局

(14) モスクワ . !l ノレスタ " 

(15) モスクワ・ド γパス " 

部

(16) ゴーリキイ (11) ヤロスラヴリ H 

(18) モスクワ ・ キエ 7 " (19) モスクワ環状 " 

治グォノレガ地方総管理局

(却1) !l ウイプィ γ ェ 7鉄道管理局

(21) ウヒ ー ム 11 ('包} カザ γ " 

(13) オレンプノレグ " (1,1) リヤザン ・ ウラノレ H

コ ー カサス地方総管理局

俗) 北コ ー カサス鉄道管理局

(笛) オノレジョ ニ キ ーゼ " (21) アゼノレパイ ジャン "

(お) ザ コーカサλ

北西地方総管湿局

倒1) 10 月鉄道管理局 (幼 キ ー ロフ鉄道管理局

。1) レニングラ ー ド " (担) カリーニ γ " 

(担) 北 剖i (劫) ベチョーラ " 
。5) ラドグィヤ (描) エストニア " 
南西地方総管理局

(湖南西鉄道管理局 (刻 リヴォ 7鉄道管理局

(盟) オデッサ " (4時 ヴ ィシヰ 7 " 
(41) コ ヴェリ " 仰) キシネ 7

西部地方総管理局

附西部鉄道管理局 (44) 白 ロシア鉄道管理局

白5) リ T ワニャ "

(制 プレス トリト 7 ス F鉄道管理局

中央アクア地方総管Jl1!局

仰) ト ノレ タ ップ鉄道管理局

(岨1) !J'ンケソト " 白崎 アシハパド " 

極東地方総管理局

制) 東部γベリア鉄道管理局

(51) ク ラス ノヤノレスタ If (!琵) ザパイカル " 

(日) アム ー ル

(臼)領東

(湖南 樺太

3 施設 ・ 車両

(同沿海

( 1 ) 線 路周知のようにソ連の鉄道は欧米諸国の標準軌

間 (1 ，435 mm) と異なり ， 広軌 (1 ，524 mm) をも って特長 とす

る。その営業キ ロ延長は 1956 年現在で 12 万 1 ， 100 km と発表

されており ， ソグエト 政権下の 40 年聞に革命前のそれの 2 倍近

くにやl'長したことになる。ソ述鉄道の線路は第 1 次 5 箇年計画

開始 (1928) 前までは，その 50% が 33.5 kg の軽盆軌条を使用し，

30% は 30 kg あるいはそれ以下，ご く 少数の幹線に 38kg ない

し 45kg 軌条が用いられていた程度で，道床は大部分砂を用い，

全体として線路構造ははなはだぜい弱であった。しかしこれで

は第 l 次計画以降大量生産に入った，制l荷重 20t 以上の重量憾

|羽車の述転が非常に制限されざるを得ないこととなったため，

第 1 次および第 2 次 5 箇年計画中に約 4 万 km の軌道の更新が

行われ， まくら木配位数も従来の km 当り 1 ，440 本基準から ，

1 ，600 本ないし 1 ，800 本に櫓設された結果， 線路状態は全般的

に著しく改善され，主要線における重量後関車の運行が可能と

されるにいたったのである。




